
第 20 回理事会 
1 月 24 日 午後 5 時～6 時 52 分 
 
小田会長、吉本・濱本副会長、河村専務理事、弘山・萬・田中・山縣・林各常

任理事、武藤・沖中・藤本・香田・今村・中村・清水各理事、山本・武内・藤

野各監事 
 
 
協議事項 
１ 平成 25 年度新規事業について 
 新規事業案について協議した。 
 
２  郡市医師会長会議(2 月 21 日)について 
 提出議題について協議した。 
 
３  厚生労働省のセーフティネット保証 5 号（緊急保証制度）に係る業況調査

への協力について 
 標記セーフティネット保証 5 号の医療業 4 分類（一般病院、精神科病院、有

床診療所、無床診療所）について、新年度も存続されることとなり、厚生労働

省から日医に対し、「無床診療所」の分類について業況調査の協力依頼があり、

業種指定継続の条件となる同調査に対し、本会から 3 診療所が調査に協力する

こととした。 
 
４  第 1 回山口腎臓病薬物療法研究会講演会への後援依頼について 
 名義後援することが了承された。 
 
５  「安倍内閣再始動」総力特集号（山口新聞）発刊の協賛について 
 協賛広告を掲載することに決定した。 
 
報告事項 
１  山口県医師臨床研修推進センター助成事業選考委員会（1 月 10 日） 
 国内外からの指導医招へい事業 2 件、指導医・後期研修医等国内外研修助成

事業 1 件の助成が決定した。（中村） 
 
２  第 45 回山口県学校保健研究大会（1 月 10 日） 
 開会式での挨拶と学校保健功労者等に対する表彰式で表彰状を授与した。（小



田） 
 
３  第 3 回日医地域医療対策委員会（1 月 11 日） 
 テーマ「地方における在宅医療の取り組みについて」について、委員による

講演が行われた。（弘山） 
 
４  村田昌子山口県看護協会名誉会長旭日双光章受章記念祝賀会（1 月 12 日） 
 祝辞を述べた。（小田） 
 
５ 平成 24 年度日医死亡時画像診断(Ai)研修会 
（1 月 12～13 日） 
 厚生労働省平成 24 年度死亡時画像読影技術等向上研修委託事業で、日本医師

会、日本診療放射線技師会、Ai 学会、日本医学放射線学会、日本救急医学会、

日本警察医会の主催で開催され、医師 50 名、放射線技師 100 名の計 150 名が

参加した。1 日目は、すべての共通項目として、死亡時画像診断(Ai)における基

本事項、死亡時画像診断(Ai)における法令・倫理、死亡時画像診断(Ai)における

医療安全対策・感染対策等 9 題の講義、2 日目は、午前中に画像読影関係 5 題、

午後に診療放射線技師向け(4 題)と医師向け(5 題)に分かれて講義が行われた。

（中村） 
 
６  第 3 回都道府県医師会長協議会（1 月 15 日） 
 医療機関における控除対象外消費税問題に関する議題等４都県医師会から提

出された質問と近畿医師会連合から提出された都道府県医師会長協議会等のあ

り方に関する要望に対して担当役員から回答があった。また、日医から「日本

医学会の法人化」に対する日医の対応等について説明がされた。（小田）  
 
７  都道府県医師会長協議会・日医連執行委員会合同新年会（1 月 15 日） 
 医系議員等多数の出席があり盛会であった。（小田） 
 
８  都道府県医師会共同利用施設担当理事連絡協議会（1 月 16 日） 
 厚生労働省医政局の平子哲夫室長から「医師会立病院と公的医療機関につい

て」と「在宅医療政策の最近の動向について」の講演があった。また、函館市

医師会から公益社団法人移行後 1 年を振り返っての報告があった。(田中） 
 
９  個別指導「新規」（1 月 17 日） 
 病院 1 機関、診療所 4 機関について実施され立ち会った。（萬、清水） 



 
10 産業医研修会・自賠責保険研修会（1 月 17 日） 
 特別講演「労働災害への初期対応」（山口大学救急・生体侵襲制御医学分野 鶴

田良介教授）及び講演「自賠責保険のしくみ」（損害保険料率算出機構山口自賠

責損害調査事務所 角田豊所長）が開催された。参加者 42 名。（香田） 
 
11  定款等検討委員会（1 月 17 日） 
 平成 25 年度山口県医師会費の賦課方法、平成 25 年度役員等の報酬、一般社

団法人山口県医師会の定款及び選挙規則の一部改正、山口県医師会表彰規程の

一部改正の 4 項目の諮問事項について協議した。（河村） 
 
12  山口県福祉サービス運営適正化委員会第 76 回苦情解決部会（1 月 18 日） 
 福祉サービスにおける苦情相談の現況について協議した。（今村） 
 
13  衛生検査所立入検査「岩国」（1 月 18 日） 
 立入検査を実施し、状況確認等を行った。（田中） 
 
14  花粉測定講習会（1 月 20 日） 
 西川恵子花粉情報委員による、「山口県の花粉情報 2013」の講演のあと、実

技講習が行われた。参加測定機関 18 機関。（沖中） 
 
15  県民公開講座「これでバッチリ花粉症対策 2013」 
（1 月 20 日） 
 日吉正明花粉情報委員長による「スギ花粉だけがアレルギーの原因ではない

－雑草やダニにも要注意－」、沖中芳彦県医師会理事による「山口県花粉情報シ

ステムと平成 25 年のスギ花粉飛散予測」、榎本雅夫 NPO 花粉情報協会副理事長

による「これしかない花粉症対策」の講演後、花粉症クイズと質疑応答が行わ

れた。参加者 200 人。（沖中） 
 
16  母体保護法に関する研修会（1 月 20 日） 
 今村定臣日本医師会常任理事・日本産婦人科医会副会長による「中央情勢に

ついて～改正母体保護法と生殖補助医療の法制化～」、白須和裕日本産婦人科医

会常務理事による「母体保護法～運用上の諸問題～」の講演が行われた。（藤野） 
 
17  日本医師会医療事故防止研修会（1 月 20 日） 
 「医療事故防止“実践編”」をテーマとして、「医療事故情報等の収集・分析



手法について」等の 5 つの講演及び総合討論が行われた。（林）  
 
18  日本医師会女性医師支援センター事業中国四国ブロック会議（1 月 20 日） 
 日本医師会より、日本医師会女性医師支援センター事業における現状報告、

その後、中国四国各県より、各県における女性医師支援の取組状況の報告が行

われた。（田中、今村） 
 
19  平成 24 年度中国ブロック在宅医療連携拠点事業活動発表会（1 月 20 日） 
 在宅医療連携拠点事業所の活動について、中国ブロック各県による発表会が

広島県で開催され、山口県から宇部協立病院が発表された。（弘山） 
 
20  第 9 回男女共同参画フォーラム第 2 回小準備委員会（1 月 22 日） 
 プログラムの最終決定、基調講演講師への依頼内容の確認等を行った。（今村） 
 
21  中国地方社会保険医療協議会山口部会（1 月 22 日） 
 医科では、新規 3 件(新規 1 件、交代 1 件、移転 1 件)が承認された。（小田） 
 
22  平成 24 年度自由民主党山口県連政策聴問会 
（1 月 24 日） 
 山口県医師会、山口県歯科医師会等医療関係団体の要望が行われた。（河村） 
 
医師国保理事会  第 16 回 
１傷病手当金支給申請について 
 1 件について協議、承認。 


